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「挑戦の歴史」
1663

創業 1878 1882

藍を世界に広めた時も、合成樹脂を取り扱い始めた時も、メーカーとして立ち上がった時も。
森六グループは1663年の創業以来、社会のニーズを先取りしたビジネスを展開することで、
ポートフォリオを拡大してきました。
私たちは、長い歴史の中で培った挑戦のDNAを受け継ぎ、新生「森六」として新たな変革へと
つなげ、これからも新しい価値を生み出し、お客様の期待を超えていきます。

森六の創業は1663年、徳島の商人・森安兵衛が藍玉とその肥料の商いを始めたことに遡ります。
藍染めが日本の暮らしに広がる中、森六は阿波から江戸、全国へと事業を展開。幕末には輸出入
も手がけました。20世紀には人造藍の独占販売権を得て、化学品商社としての基盤を築きました。

創業1663年。360年以上続く

阿波藍と肥料の
商いを開始

1916

商社へ
肥料問屋へ

「藍」の栽培肥料の
問屋営業を開始 森六商店から

株式会社へ

パリ万国博覧会に
阿波藍を出品

1909

合成染料事業を開始
国内外へ染料・

工業製品を輸入販売

1949

合成樹脂の取り扱い開始
樹脂事業に進出

社会ニーズに合わせた変革 1663年 人々の「衣」を支える
森六グループは1663年の創業以来、社会のニーズを先取りした
ビジネスを展開することで、ポートフォリオを拡大してきました。
現在の事業につながる重要な変革についてご紹介します。
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Vision for GROWTH

Strategy with TECHNOLOGY

一社化によりさらなるシナジーの発揮へ
経営理念
挑戦の歴史
価値創造図
森六の事業
目次・編集方針

社長メッセージ
長期ビジョン
中期経営計画
財務戦略

森六の「独自技術と共創」
事業戦略
　樹脂加工製品事業
　ケミカル事業
DX戦略
法務・知財戦略

中長期戦略

独自技術と事業戦略

Action for SUSTAINABILITY 

■  報告対象組織
森六株式会社および関連会社

■  報告対象期間
2025年3月期（2024年4月1日～2025年3月31日）
※2025年4月以降の活動内容も一部含む。

■  将来の見通しに関する注意事項
本資料を作成するにあたっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保
証するものではありません。本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社
は一切責任を負いません。本資料中の将来予測に関する記述は、本資料作成時点で入手
可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれてお
ります。そのため、事業環境の変化等のさまざまな要因により、実際の業績は言及または記
述されている将来見通しとは異なる結果となることがあることをご承知おきください。

■  森六グループ 情報開示体系

「統合報告書2025」では、森六グループの短・中・長期の価値創造ストーリーを、ステー
クホルダーの皆さまに向けてわかりやすくお伝えすることを目指しています。森六の「独
自技術」と「共創の姿勢」、そして長期ビジョンを実現するための戦略を、財務・非財務情
報を統合して説明することを意識して、編集しています。制作にあたっては、IFRS財団が
提唱する「国際統合報告フレームワーク」と、経済産業省による「価値協創のための統合
的開示・対話ガイダンス」を参照しています。

66
67
68

Data
主要財務データ
主要非財務データ
企業情報

共創の基盤
41

45
49
54

森六グループのサステナビリティ経営
取り組み報告
　環境
　社会
　ガバナンス

財務情報
（経済価値に関する情報）

投資家情報 サステナビリティ

データ・取り組み 考え方・戦略考え方・戦略 データ・取り組み

非財務情報
（社会価値に関する情報）

統合報告書 2025

有価証券報告書

決算短信、
財務諸表など

決算説明会
資料

コーポレート・
ガバナンス報告書

気候変動関連開示

■  目次 ■  編集方針
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■ このPDFにはインタラクティブ機能を実装して います。

■ レポート内の関連コンテンツへの移動や、当社のさまざまなWeb
コンテンツへのアクセスが容易にできるよう、各ページにナビゲー
ションボタンを設けています。

本レポートの該当ページへ移動します。

関連するWebコンテンツへ移動します。
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森六株式会社
代表取締役社長  最高経営責任者 黒瀨 直樹

森六ならではの強みを結集・融合し、
次代の成長を担う
組織と文化を醸成します

社長メッセージ
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持続的な成長へのシナリオ

森六ならではの強みを再認識し、
「なくてはならない企業」として
確かな成長を実現

　社長に就任してからの1年間、改めて森六グループならでは
の強みを見つめ直す機会が多くありました。
　まず、樹脂加工製品事業においては、「ユーザー視点に立っ
た開発力・提案力」と「QCD（品質・コスト・納期）のバランスが
取れた高度な生産・供給能力」が、競争力の核となっています。
一方、ケミカル事業では、「小回りの利くフットワーク」と、「高付
加価値の商材を安定的に提供できる調達力」が大きな強み 
です。そして、これら２つの事業に共通するのは、各分野のプロ
フェッショナルとして、顧客や市場から長年にわたり築き上げて
きた揺るぎない信頼と、その根幹を支える「社員一人ひとりの
誠実さ」です。私はこれこそが、当社グループ最大の財産である
と思います。これらの強みは、外部環境が変化しようとも、価値
を失うことなく発揮され続けるものです。例えば、自動車を中心
としたモビリティ分野は、形を変えつつ進化を続けることで、市
場全体にも大きな変革をもたらすと考えています。そんな中、ど
のような変化があっても、私たちは「新しい価値を生み出し、社
会や顧客に貢献する」という使命のもと、挑戦し続けていくで
しょう。ケミカル事業においても、異なる素材や技術の掛け合
わせによって、これまでにない価値を創出することが可能です。
こうしたイノベーションの積み重ねが、産業全体の成長にも貢
献できると考えています。だからこそ、当社が手掛ける各事業
は、常に新たなアプローチを追求し、社会のニーズを先取りし
たアウトプットを生み出していくという意味で、極めて意義 

深く、挑戦しがいのある事業であると感じています。
　「Our Mission」に掲げている通り、当社グループは単なるも
のづくりにとどまらず、価値ある“ソリューション”の提供を通じ
て、持続的な成長を実現していきます。
　そして私自身を含め、社員一人ひとりが自らの仕事に誇りと
責任を持ち、オープンで率直な対話を重ねながら、グループ全
体のエンゲージメントを高めていくことが、さらなる成長の原動
力になると確信しています。

代表取締役社長
最高経営責任者

公募スローガンの考案者と黒瀨社長が対談
──「共に挑もう、新たな未来。」に込めた想いとは

　新生「森六」として新たなスタートを切るにあたり、多様
なステークホルダーと共に新たな未来を創出する行動を
喚起することを目的に、全社スローガンを社内公募しまし
た。国内外のグループ会社から寄せられた230作品の中
から、生産技術部 関東工場 生産技術課の柿沼義和による

「共に挑もう、新たな未来。」が採択されました。

社長メッセージ

360年続く企業として、受け継がれてきた挑戦の心を
絶やさず、常に前進を目指す森六でありたい。そして
ステークホルダーの皆さまと“共に”歩み、未来を築
いていきたいという想いを込めました。（柿沼）

新たな挑戦に臨むうえで、私たちが大切にする「進
取の精神」と「同心協力」の価値観がこれまで以上
に重要となります。「共に挑もう、新たな未来。」という
スローガンは、一社化をきっかけとした挑戦による成
長と、革新の可能性に期待を込めた言葉です。私自
身を含め、すべての役員・社員がその意識を共有し、
共に前進していきたいと思います。（黒瀨）
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営業利益
50億円

ROE
5%以上

ROE
6%以上

営業利益
110％伸長

2035年長期ビジョンの
実現に向けたKey Points

トランスフォーメーション
イメージ

（2026年
3月期比）

地域・顧客ごとの強みを武器にした
グローバル拠点での新規ビジネスの獲得

大型モジュール製品技術の進化

新たな地域への進出

他
顧客

現在（2025年） 2035年

2026年3月期
計画

2028年3月期 2035年
目標

他
顧客

主力
顧客

主力
顧客

1
9

3
7

内装

国内

内装

外装

海外

国内

海外

外装

現在（2025年） 2035年

55 6
4

現在（2025年） 2035年

3
7 55

成長事業拡大と新事業への進出

CREATE
THE NEW VALUE

2035年  長期ビジョン

ものづくりの技と化学の力で、
社会に価値ある

ソリューションを提供する

Our Mission

2035年長期ビジョン  ー事業成長ロードマップー

モビリティ分野の未来に貢献する技術力と、
「ものづくり×商社」の強みを活かして、
2035年のビジョン達成に向けて「稼ぐ力」を高めていく

　2025年5月、2035年をターゲットにした長期ビジョンを策定しました。「ものづくりの技と化学の力で、社会に価値
あるソリューションを提供する」ことを目指すとともに、顧客ポートフォリオの拡充、外装樹脂部品の拡大、商社グ
ローバル比率の拡大、さらには、二輪事業拡大、多目的モビリティ事業進出に取り組み、企業価値を高めていきます。
グループ一体となって事業成長を加速させることで、2035年長期ビジョンの達成を目指します。

長期ビジョン
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高効率な生産体制と独自技術を確立、
新たな収益源の創出が課題
　第13次中計においては、樹脂加工製品事業では技術開発と生産能力の拡大、ケミカル事業では 
新市場への展開やオリジナル材料の開発を進め、成長領域への布石を着実に打ちました。また、DX・
自動化による製造効率の向上、研究開発体制の強化、サステナビリティ経営の推進にも注力し、長期的
な競争力の強化に努めました。これらの取り組みにより、高効率な生産体制の確立と独自技術の確立
という重要な成果を達成し、今後の成長に向けた確かな基盤を築くことができました。
　一方で、自動車産業・化学産業を取り巻く不透明な事業環境下において、中国・アジア市場における
需要減退をはじめとした複数の外部要因が重なり、売上高・営業利益・ROEはいずれも計画を下回る
結果となりました。主力事業における成長の鈍化が顕在化しており、安定的な収益源の確保と、次なる
事業成長に向けた取り組みが喫緊の課題と認識しています。今後は、さらなる収益性向上と持続的 
成長の実現に向けて、主力事業を核とした新たな事業領域への進出、グローバル比率拡大により、

「稼ぐ力」の強化に取り組んでいきます。

第13次中期経営計画（2023年３月期～2025年３月期）の成果と課題 ■  森六グループを取り巻く環境（マクロ分析）
当社グループにとってのリスク 当社グループにとっての機会

Ｐ
政治

・米中貿易摩擦
・台湾海峡の緊張、パレスチナ情勢による貿易への

影響
・米国大統領選後の政策転換による事業環境の変化

・世界情勢の変化に伴う顧客の調達見直しニー
ズの取り込み

・インド経済成長に伴うビジネス拡大
・北米市場における成長機会の拡大

E
経済

・中国経済の減速による市場縮小
・為替相場の変動による収益性への影響
・インフレによるエネルギーコスト・労働賃金の上昇

・中国以外の成長市場への展開加速
・為替変動に応じたグローバル収益ポートフォ

リオの最適化
・新領域であるEVモビリティ市場の拡大

S
社会

・環境規制強化による事業運営への影響
・人口減少に伴う労働力不足

・新海外マーケットへの進出
・環境配慮商材のニーズ増加
・スマート工場、開発DX の導入

T
技術

・競合他社の新製品開発による競争環境の変化
・素材・原材料の代替による調達・製造工程への影響

・競合製品の分析を通じた自社開発の進展
・DXや新領域の需要拡大に応じた製品開発

E
環境

・気候変動および持続可能性対応に伴うコスト増加
・資源枯渇への対応と循環型経済への移行
・環境規制強化による事業活動への影響

・再生材料、自然由来材料の商品化
・環境対応製品の開発促進

L
法律

・環境関連法規への準拠義務の強化
・知的財産権の保護に関するリスクの高まり
・労働規制および人権対応への要求の強化

・競争力維持の鍵となる新素材の開発や
　新技術に対する、知的財産権の保護
・各国の労働法や人権規制に従った
　社員の権利保護体制の構築

第13次中計の基本戦略と重点施策 取り組み実績 課題認識 当社グループにとっての機会

Ⅰ 安定した財務基盤の確立・
収益力の強化

● フレキシブル生産体制の進化
● 高効率生産の推進

■生産プロセスの自動化
■高効率生産の追求
■選択と集中による利益追求
■営業拠点の全体最適

■主力事業の成長鈍化
■収益地域の大きな変化
■主力事業グローバル連携による新規取引拡大

主力事業の強化（利益性追求）

Ⅱ 研究開発の強化による
価値創造と、2030年に向けた種まき

● 技術領域の拡張、独自技術の保有
● サプライチェーンを通じた強みの創出

■新規顧客からの受注
■高付加価値製品開発
■環境対応樹脂開発
■独自技術を活用した製品開発
■新たな市場への進出

■製品ごとの収益力
■主力事業シナジーを活かした収益拡大の推進
■新規事業領域での開発・販売

顧客・市場の拡充・拡大
高付加価値製品の開発
新たな収益源の創出

Ⅲ サステナビリティ活動の推進による
経営のレジリエンス向上

● 企業価値の向上
● コーポレート・ガバナンス機能の強化
● 多様な人材の確保と育成

■気候変動問題への対応強化
■監査等委員会設置会社移行
■エンゲージメント向上推進
■経営人材育成強化
■D＆Iの推進

■ガバナンス機能の更なる向上
■成長戦略を実行するためのコーポレート機能強化 事業基盤の更なる強化

樹脂加工製品

樹脂加工製品

コーポレート

ケミカル

ケミカル

中期経営計画
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2025年3月期の業績を振り返って

　第13次中計（2023年3月期～2025年3月期）の最終年度である
2025年3月期の業績については、樹脂加工製品事業において北
米で増産となったものの、中国およびアジアで日系メーカーが大
幅な減産となったことが影響し、売上高は前期比0.4%増の1,461
億円、営業利益は前期比27.5％減の41億円となりました。また、メ
キシコの子会社譲渡に伴う損失66億円と中国子会社の減損損失
42億円を計上し、最終利益は78億円の赤字となりました。結果と
して、第13次中計最終年度の目標値である売上高1,430億円、営
業利益110億円、ROE 9.1%に対し、売上高は円安の影響もあり
達成したものの、利益目標については大幅な未達となりました。
2025年3月期の業績は非常に厳しいものとなりましたが、不採算
部門の処理に目途がつき、今後の成長に向けた基盤の整備がで
きたと考えています。

攻めの姿勢に転じるための
成長戦略を実行し、収益性を高め
企業価値向上を目指します

第14次中計では
攻めの姿勢に転じるための成長戦略を実行

　2025年5月に開示した第14次中計（2026年3月期～2028年3
月期）では、財務目標として、まずは2026年3月期に営業利益50
億円、ROE 5.0%以上を目指します。続いて、2027年3月期以降は
事業環境の変化に即応して単年度ごとに精度の高い目標を設定
し、最終年度となる2028年3月期に営業利益伸長率110%（2026
年3月期実績比）、ROE 6.0%以上の達成を目指します。財務規律
を重視しつつ、第13次中計で積み残した「攻めの姿勢」に転じる
ための各種施策を着実に実行し、利益を底上げすることで企業
価値の向上に取り組んでいきます。
　具体的には、樹脂加工製品事業においては新機種の生産に向
けた工場拡張や、自動化を目的とした成形機の更新などで290億
円の設備投資を計画しています。また、将来の競争力強化と技術
革新に向けて、研究開発にも継続的に取り組みます。ケミカル事
業においては、グローバルで事業エリアを拡大していくとともに、

ものづくり事業にも注力し、独自の材料・技術を活かした高付加
価値な製品の拡販を通じて「稼ぐ力」を高めていく計画です。

資本コストを上回るROEの実現に向けた
事業成長と資本効率の両立

　当社は、PBR 1倍超を目指し、ROE向上と資本コスト低減を意
識した経営に取り組む旨、2023年11月に方針を開示しました。 
第14次中計でも引き続き資本コストと株価を意識した経営を推進
していく方針としています。
　当社の株主資本コストは6%程度と認識していますが、第13次
中計期間中は、事業環境が悪化する中、残念ながらROEは資本コ
ストを下回って推移しました。第14次中計においては、資本コスト
を上回るROEの実現に向け、主力事業のさらなる利益追求、製品
化につながる開発の推進、事業シナジー創出といった事業利益
成長を加速する戦略を財務面からサポートできるよう、キャッシュ
アロケーションの方針を策定しました。基本的には3年間で生み

菊地 耕一代表取締役副社長
最高財務責任者

財務戦略
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Strategy with TECHNOLOGY

独自技術と事業戦略
22

25
32
37
38

森六の「独自技術と共創」
事業戦略
　樹脂加工製品事業
　ケミカル事業
DX戦略
法務・知財戦略 ステークホルダーとサステナブルな社会を共創する「独自技術」とは

森六は、幅広い分野におけるケミカルソリューションと、樹脂加工等の高度な技術力を掛け合わせること
で、顧客ニーズに応じた高付加価値なソリューションを提供します。

付加価値の高いソリューションを実現するための独自技術を融合

加飾技術 電装技術 軽量化
技術

コンパウンド
技術

リサイクル
技術

フィルム
技術

ケミカル
合成技術

共創樹脂加工製品事業

グループ会社

ケミカル事業

パートナー企業
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　カーボンナノチューブ（CNT）は、炭素原子が六角形のグラフェンシート状に結びつき、チューブ状
に巻かれたナノ構造体です。卓越した導電性・熱伝導性・機械的強度を持ち、次世代の高機能材料と
して注目されています。その一方で、凝集しやすく分散が難しいという課題があり、本来の性能を発揮
するには高度な分散技術が必要です。
　当社ケミカル事業本部では、独自の分散技術により、凝集を抑制し高性能で、成形時に扱いやすい
CNTマスターバッチを開発。電子部品の導電材料、電磁波シールド材、発熱シートなど幅広い分野で
の応用を目指して、素材提供と製品開発サポートに取り組んでいます。

　四国化工が保有するフィルム製造における製膜技術と森六のCNTコン
パウンド技術を掛け合わせることで、従来は困難とされていた「練り込
み型」の高品質なCNT含有フィルムの開発が可能となりました。均一な
分散性と優れた成形性を両立することで、より高品質で幅広い製品展
開が実現しました。グループ内の密な連携を通じて、よりスピーディーか
つ実効性のある製品開発が進んでいます。

　従来の導電性シリコーンゴムは、重量の40％以上のカーボンブ
ラック(CB)を添加していたので、シリコーンゴム本来の柔軟性や強
度が損なわれるという課題がありました。森六のCNTコンパウンド
技術により、添加量を従来の約5分の1に抑えながらも、これまでと
同等の導電性を発揮します。過剰な添加剤による影響を抑制する
ことで、シリコーンゴム本来の柔軟性や強度を保持したまま成形できるようになりました。さらに、CB
の飛散がなくなり、製造現場での安全性が改善された点も高く評価しています。

四国化工株式会社　技術開発部部長

四国化工株式会社
（香川県東かがわ市）

サンポリマー株式会社　営業技術部
三谷 正則

植野 智浩

グループ会社との共創
顧客との共創

● 幅広い種類の樹脂やゴムにCNT混錬が可能
● �独自の配合技術により、少量添加でCNTの性能を最大限に活用する 

マスターバッチを開発
● �カーボン粒子の飛散や色移りがなく、作業環境に配慮
● 素材の優位性を引き出す製品開発を、企画から製造まで一貫して支援

森六の強み

卓越した導電性・熱伝導性・機械的強度を誇る
高分散カーボンナノチューブを用いた製品開発

【ライフサイエンス】
Life Science

【モビリティ】
Mobility

【ファインケミカル】
Fine Chemicalsフィルム

技術
コンパウンド

技術

グループ連携が拓く新境地──CNTフィルムへの挑戦
性能はそのままに付加価値向上──広がる新たな選択肢

高分散CNTを
さまざまな産業分野へ応用

【モビリティ領域など】
面状発熱シート

【精密機器・電機領域など】
導電フィルム

【ヘルスケア領域など】
導電シリコーン

【精密機器・電機領域など】
電波遮蔽製品

新温泉町

香美町

豊岡市

養父市

宍粟市 丹波市

京都府

鳥取県

岡山県

兵庫県

朝来市

サンポリマー株式会社
（兵庫県朝来市）

Case

3

共創

（グループ会社・
顧客と）
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3.カウルルーバー 4.バックドアガーニッシュ

6.ドア・フェンダープロテクター8.フォグランプカバー

5.フューエルフィラーリッド

2.サイドシルガーニッシュ

1.ラジエータグリル

7.リアスポイラー 2.メーターバイザー/ナビパネル

7.エアベント

6.グローブボックス5.センターコンソール

3.加飾パネル(フィルム)

4.加飾パネル(表皮巻き)

1.インストルメントパネル

1.トランク用ヒンジ

9. スピーカーカバー

5.エンジンカバー

11.ステップカバー

10.ウィンドスクリーンステイ

7.ラジエーターグリル
2.リアセンターカバー

8. フューエル

3.シェルターカバー

6.フォグカバー

4.ピボットパネルカバー

事業戦略

樹脂加工製品事業

■主な製品
【四輪外装部品】 【四輪内装部品】

【二輪外装部品】

自動車の樹脂成形部品から二輪外装・機能部品まで、複雑化する業界
ニーズに応え、付加価値の高い製品を展開しています。市場ニーズに基
づく提案型開発から生まれたアイデアは、試作・検証を経て製品化され、
世界各地で最適な品質基準のもと量産されます。提案力と実現力を活か
し、グローバルで最適なソリューションを提供します。

強み グローバルでの最適な開発・量産体制

世界中の拠点が密接に連携することで、
コスト低減と高付加価値の

双方を実現

開発から品質保証まで
一貫した社内体制による高い対応力

顧客ニーズを的確に反映し、スピードと品質を両立

● 開発・設計・製造・品質などの各部門が緊密に連携
● 開発から試作、量産、納品までを自社内で完結

環境負荷低減に貢献する
サステナブル技術

環境対応技術で持続可能なモビリティに貢献

● 環境配慮型材料の選定・軽量化技術によるCO2排出削減
● �環境材・リサイクル材活用に向けた自動車メーカーとの 

共同開発

顧客共創型のアジリティ開発

トレンドを踏まえた柔軟・迅速な開発提案

● 初期段階から社内コンペや顧客との共同開発を実施
● 市場動向や知見を開発に反映

豊富な加飾バリエーション

最適な技術の組み合わせで、
意匠性・質感といった高度な要求に対応

● 高付加価値な加飾・製造技術を社内に保有・融合
● 塗装、フィルム、ホットスタンプ、インサート成形など

強みを支える提案力と実現力

日本 北米
中国

アジア

※2025年3月末時点

世界9か国
グローバル展開

樹脂加工製品事業

https://www.moriroku.co.jp/
network/

森六グループ
グローバルネットワーク
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強み3
グローバルなビジネス展開

強み2
独自技術を持った

関係会社のネットワーク

共押出
多層フィルムの

製造・販売
四国化工

押出成形品の
製造

中部化学・
M&Cテック

低温粉砕
アイ・エム・
マテリアル

食品関連・
農業資材・

農産物の販売
森六アグリ

自動二輪
外装部品の製造
（ファブレス）

製造委託先
（外部パートナー）

化学品の
製造受託

五興化成工業

強み1   商社としての知見

360年を超える業歴

事業戦略

モビリティ分野 ファインケミカル分野 コーティング分野

電機・電子分野 メディカル分野 機能素材分野

ヘルスケア分野 生活材料分野 アグリ・フード分野

■主な事業領域

ケミカル事業
化学分野における「商社事業」と「ものづくり事業」を展開しています。 
人と人をつなぐ、人とモノをつなぐ。グループ企業の技術やアイデアを 
結集して、化学品で「新たな価値」を創出する。ユーザーや社会の抱える
課題を解決するために、総合力で挑戦を続けています。

※2025年3月末時点※2025年3月末時点

12か国で世界中の市場、
ユーザーニーズを先取り
森六グループ グローバルネットワーク
https://www.moriroku.co.jp/network/
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事業を下支えし、
変革を加速させる森六DX

DX担当メッセージ

　DX推進は、業務効率の向上や組織の競争力強化に寄与します。森六では特に、「身近な仕事から
改善する」姿勢を重視し、現場の課題に即した具体的な変革を追求しています。現場の声を出発点に、
日常業務に潜むムダや手間を洗い出し、RPA等の身近なツールで自動化を図り、従業員の負担軽減
を後押ししています。誰もが実感できる小さな改善の積み重ねを大きな変革へと結びつけ、全社的な
生産性向上と柔軟な組織づくりを実現します。業務の質とスピードを高め、より価値ある仕事に時間
を充てられる未来を目指します。

「現場発のDX」を原動力に
森六の成長を後押しし、未来を拓きます

高島 潤情報システム部 部長

　第13次中計では、DX推進体制の基盤づくりとしてDX推進部門を新設しました。生産事業本部の開
発部門では業務分析・業務プロセスの可視化と課題を抽出し、ケミカル事業本部では商社業務の効
率化を目的に、システム開発・導入および業務改善支援を重点的に推進しました。
　2024年度は、一社化に伴う基幹システムの更新や、国内外グループのセキュリティ強化に注力しま
した。また、全社員を対象としてDXに関するeラーニングを開始しました。今後、さらなるDX意識の啓
発に向けて、人事部門と連携し、受講率の向上や研修内容の拡充に努めていきます。

■  2024年度の取り組み

　販売管理費の抑制と人的負担の軽減を図る中で、当社は現場に寄り添った実践的なアプローチを
重視しています。日常業務の中に潜む課題を見つけ出し、身近な技術を活用して段階的に改善するこ
とで、小さな成功体験を積み重ね、全社的な変革につなげることを目指します。
　情報システム部と事業部門との連携を深め、システムツール導入後も現場との対話を継続すること
で、現場の声を反映しながら定着・浸透を図ります。さらに、定期的な総括を通じて成功事例の共有や
モチベーション向上を促進し、実効性の高い、持続可能なDXを推進します。

■  第14次中計におけるDX推進のポイント

DX 戦略の柱 取り組み

データドリブン経営の推進 ● �KPI・業績・商品・顧客別データ分析の高度化および効率化

生産事業本部におけるDX化 ● �RPAやBIなどの身近なツールを活用した、業務改善の積み重ねに
よる業務変革の実現

ケミカル事業本部における
DX化

● �受発注業務の改善による省人化や、BIツールを活用したデータの
可視化による業務効率化の推進

DX人材の育成 ● �ＤＸ啓発活動（全部門対象）
● �人事部主催の研修で、eラーニング・特化コースを必修化

セキュリティ強化と
リスクマネジメントの最適化

● �法令・組織変更対応、ERPリプレイス
● �サイバー脅威への対策強化に向けて、部門横断的なセキュリティ 

インシデントへの取り組みを加速　 　P.65

DX戦略

グローバル経営情報の統合
国内外の基幹システムデータ
に基づく意思決定体制を支援
し、全社的な分析力と情報活
用の高度化を推進します

さらなる自働化の推進
●RPAの適用領域を拡大し、
間接業務のさらなる自動化
と人材の高度業務へのシフ
トを実現します
●ERPシステムの刷新により、
業務処理の高速化と冗長性
の強化を図り、安定した業務
運用体制を構築します

経営分析の高度化
BIツールの継続的な活用を通
じて、リアルタイム経営分析の
高度化と部門横断的なデータ
活用基盤を整備します

生産事業本部

ケミカル
事業本部

現場密着型の
DX推進で
変革を加速 コーポレート

部門

実践的アプローチで推進するDX
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法務・知財の専門的な観点から
リスク最小化と利益最大化に貢献します

斉藤
  潤子

執行役員
法務、知的財産、
コンプライアンス担当 兼
法務知財部長

法令遵守を徹底
知財では新たな方針策定や仕組みの変更を実施
　第13次中計期間中、法務領域では、コンプライアンス研修の実
施や対応マニュアルの作成・共有を通じて、コンプライアンス遵守
と、課題対応の迅速化に取り組みました。また、各種M&A等の特
殊プロジェクトへの法務支援やリスク対応、法改正情報をグロー
バル拠点へ迅速に提供する仕組みを整備し、その運用定着を図り
ました。これらの取り組みの結果、法令違反による罰則適用や行
政処分は１件も発生せず、法令遵守を徹底することができました。
　知財領域では、知的財産・事業・開発が三位一体となった経営
戦略を念頭に、グループ全体で知財に関わる施策強化の推進と、
意識浸透を図りました。さらに、新たな知財業務方針の策定や仕
組みの変更を行いました。具体的には、開発、設計の各技術領域
の強みを最大限に発揮させるため、出願カテゴリー別の業務フ
ローに変更しました。また、報奨金制度を見直し、特許出願を促進
するインセンティブを強化したほか、知的財産リエゾン担当者会
議を定期的に開催し、知財活動の水平展開などに注力しました。

法務知財部門の組織力と専門性を高め
継続的に変化を促進
　法務・知財双方の領域で今後の事業成長を後押ししていくた
めには、より難易度の高い案件や特殊な案件に対応できるよう、
当部門のスキルと組織力を強化していく必要があります。森六 
グループでの海外売上比率は14か国で約7割となっており、それを
カバーするには、言語の違いはもちろんのこと、最新の条約、法律
等の各種ルールや、各当局の運用、その土地ならではの商習慣を
踏まえて問題解決にあたる必要があります。
　そこで第14次中計では、事業の変化や新法、法改正などに迅
速に対応するため、メンバーの専門性を一層高めていきます。案
件の性質に応じて、外部の専門的知見を採り入れるとともに、そ
の評価等のノウハウを部内で共有し、部員の知識の底上げを図り
ます。2025年4月からは、法務知財部内に法務課と知財課を設置
し、より専門性を高めやすい組織構造にしました。また、デジタル
技術を活用した研修や、法務・コンプライアンスコンテンツの社員
への提供も着実に進めています。そのうえで、各活動の成果をで
きるだけ定量化し、施策の効果測定を通じて進捗の可視化を図っ
ていきます。
　特に知財領域では、事業上必須の発明群を網羅的に特許取得
できるよう、特許マップによりそれらの配備状況を可視化し、客観
視しながら特許権利網を構築していきます。特許の質・量の向上、
および侵害予防を通じて、事業の競争力向上を後押しします。 
さらに、特許出願活動を促すため、知的財産リエゾン制度の拡充を
図ります。例えば、リエゾン会議のアジェンダを定型化し、議題を

挙げやすく、成果をグループ内に水平展開しやすくする工夫を行
いました。さらに、特許調査・出願に関する知識の共有、技術部門
と連携した発明発掘会、知的財産権の侵害予防に向けた特許調
査研修会の開催など、現場の人材育成と事業戦略のハブとなる
べく、「攻め」の施策を手を緩めることなく展開し、第14次中計の
推進に貢献します。

攻守双方で企業価値向上に貢献
森六の技術的な権利網の戦略的構築
　森六グループが今後も持続的に成長していくため、法務領域で
は、プロフェッショナルとして攻守双方から企業価値向上に貢献し
ます。また、知財領域では、「森六と言えば○○技術」と言われるく
らいの権利網を戦略的につくり出していきたいと考えています。
その実現に向けて、私自身は、個々の案件において対応方針を迅
速にとりまとめ、各自のアクションを促すとともに、各領域の専門
家であるメンバーの働きやすい環境を整え、育成していくことに
尽力したいと考えています。これからも法務・知財の専門的な 
知見を活用し、中長期的な視点で当社グループのリスク最小化 
および利益最大化に貢献していきます。

法務・知財戦略

法務・知財戦略担当役員メッセージ

Focus　知的財産リエゾン制度の拡充
● �2023年度より、主要グループ会社の開発部門に「知的財産リエ

ゾン担当者」を選任
● �法務知財部と各部門のリエゾン担当者が連携して発明の発掘

に取り組み、出願件数の増加、知的財産力の向上を図る
● 2024年度、日本、米国、中国拠点での導入が完了
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Action for SUSTAINABILITY

共創の基盤
41

45

49

54

森六グループのサステナビリティ経営
サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）の実績とKPI

サステナビリティ経営を後押しする事業基盤強化の取り組みは

Environment

Social Governance

気候変動や資源循環、
生物多様性など、

さまざまな環境課題への取り組み

人材育成と職場環境づくり、
人権尊重と持続可能な

サプライチェーン構築への取り組み

透明性と公平性を重んじ、
持続的かつ中長期的な
企業価値向上への取り組み

森六グループは、1663年の創業以来、ステークホルダーとの信頼関係を礎に、社会課題の解決
に貢献する事業活動を行ってきました。今後も、事業戦略とサステナビリティ経営を統合し、経済
的価値と社会的価値の創出を通じて、グループ全体のレジリエンス向上を目指してまいります。

グループ全体の
レジリエンス向上

●  環境（Environment）
気候変動問題への対応強化
資源の循環利用｜水資源の保全｜生物多様性に配慮した事業活動

●  社会（Social）
働きがいのある職場づくり
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
人権の尊重｜持続可能なサプライチェーンの構築

●  ガバナンス（Governance）
役員一覧
社外取締役からのメッセージ
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　2022年3月、「森六グループ サステナビリティ方針」を策定しました。本方針は、持続可能な社会の
実現に向けて、森六グループが果たすべき役割を示すものです。当社グループは、すべてのステーク
ホルダーに配慮し、事業活動を通じて社会課題の解決に貢献し、皆さまからより一層の信頼と共感を
得られる「400年企業」を目指しています。さらに「環境（Environment）」「社会（Social）」「ガバナンス

（Governance）」の3つの観点から、取り組みの向上と情報開示の拡充に努め、企業価値の向上に取
り組んでいきます。

　森六グループでは、サステナビリティ経営を推進する体制として、代表取締役社長を委員長とする
サステナビリティ委員会を設置しています。
　取締役会は、中長期的な企業価値向上に向けて、サステナビリティに関する方針や重要課題、目標
の設定およびその進捗状況をモニタリング・監督しています。

　サステナビリティ委員会は、国際社会やステークホルダーからの要請、事業環境の変化を踏まえた
課題について審議し、その内容を取締役会に報告しています。取締役会の監督のもと、グループ全体
でサステナビリティ経営を推進するために、社会課題や環境課題の解決に向けた戦略を議論し、具体
的な取り組み計画を策定しています。ガバナンス体制の強化を図るとともに、持続可能な社会の実現
に貢献することを目指しています。

サステナビリティ委員会における重点議論テーマ（2024年度）
● 気候変動問題への対応　● サプライチェーンマネジメント　● ESGトレンドと対応方針
● 人権の尊重（人権デューディリジェンス）　● 徳島での森林づくり　● マテリアリティの進捗管理 等

■  サステナビリティへの基本的な考え方 ■  サステナビリティ推進体制

森六グループ  サステナビリティ方針

私たちは、経営理念に基づき、新たな時代に必要とされる価値を
ステークホルダーと共創し、社会の持続的成長に貢献します。

1.グループの機能・リソースを最大限に活用し、従来のビジネス領域を越えた社会課題
解決に挑戦します。

2.カーボンニュートラルおよび資源の循環利用に貢献する革新的なものづくりで、持続
可能なモビリティ社会を目指します。

3.サプライチェーン全体を通してグリーンケミカルを提供し、エコロジカルな循環型社
会の実現に貢献します。

4.人権の尊重を基盤にすべての従業員の幸福を追求し、多様な人材が働きがいをもっ
て活躍する組織から、新たな価値を生み出し続けます。

5.ステークホルダーとの対話を通じて社会の期待・要請を理解し、透明性が高く誠実な
企業活動によって相互の信頼を育みます。

森六グループのサステナビリティ経営

■森六グループ　サステナビリティ推進体制

森六グループ

連携

連携

報告 監督

取締役会

サステナビリティ委員会コーポレート各部門 サステナビリティ推進部

森六株式会社
代表取締役社長

各部門 グループ会社

ケミカル事業本部生産事業本部

各部門 グループ会社
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リスク項目
事業インパクト 財務インパクト

リスク 機会 リスク 機会

政策・
規制

プラスチック
規制

● �プラスチック規制によるプラスチック製品需
要減および収益減

● �バイオマスプラスチックへの切替に伴うコスト増

● �プラスチック代替材料での新規部品開発による競争力向上
● �プラスチックリサイクルによる製造過程の効率化
● �バイオマスプラスチックなどの新規材料の拡販による売上増

大 大

再エネ政策
● �再生可能エネルギー導入による投資コスト増
● �エネルギー市場の構造変化によるエネルギー

価格の不安定化

● エネルギーコスト低減による、競争力向上
● �環境への配慮やエネルギー効率の向上による市場競争力

向上
● �社会的責任や企業の持続可能性向上による、ステークホル

ダーとの信頼関係構築

中 中

技術 低炭素技術
の進展

● �低炭素製品への移行による既存製品の需要
低下

● �低炭素技術導入による追加コスト

● �生産事業・商事事業の協業により、環境配慮型材料開発を行
うことでの環境配慮型製品・材料の需要増加

● �EV化に伴うビジネス機会の拡大
● �低炭素設備の導入によるエネルギー効率向上とコストの削減

大 大

市場 製品と
サービス

● �資源循環型材料開発の遅れによる機会損失
● �規制や環境変化によるプラスチック製品の

使用制限
● �原材料の調達や物流への影響による供給難

● �新たな市場や顧客を開拓することでの事業拡大や事業多
様化

● �サプライチェーン全体での環境負荷削減への取り組みによ
る調達網構築

● �消費者ニーズの変化への対応による収益増加

中 大

E 気候変動問題への対応強化 Environment

　森六グループは、気候変動問題をサステナビリティ重要課題の1つとして認識し、
2022年10月にTCFD提言への賛同を表明しました。この提言に基づき、「ガバナンス」「戦
略」「リスク管理」「指標と目標」の4つの観点から情報開示の拡充に努めています。環
境負荷の低減と企業価値の向上の両立を目指し、継続的に取り組みを進めていきます。

■ガバナンス
環境課題に対するガバナンス体制
　気候変動問題を含むサステナビリティ経営に関する基本方針や重要課題、重
要な目標設定について、取締役会で審議および決議を行っています。また、環境
課題に関するKPIは中期経営計画に組み込み、当社グループ全体で取り組みを
推進しています。
気候変動対応と取締役報酬の連動
　2022年度から、GHG排出量削減率の達成度を取締役報酬の一部に反映する
仕組みを導入しています。GHG排出量の50％削減（2030年度目標）に向け、45％
削減（2027年度末目標）を指標に組み込み、中期経営計画ごとの取り組み状況
を評価に反映しながら、取締役のコミットメントのもと、気候変動問題の解決に取
り組んでいます。

■リスク管理
重要リスクの確定プロセスとモニタリング
　事業全体の現状把握と分析を行い、グループ全体に共通するリスク項目を精
査し、グループとして取り組むべきリスクを取りまとめています。これらのリスク項
目については、全社的な経営視点から、森六グループへの影響度や重要度を総
合的に評価し、優先度の高いリスクを特定しています。
　気候変動問題に関するリスクとその決定プロセスについては、サステナビリ
ティ委員会で審議され決定しています。また、事業環境の変化や事業戦略の進
捗に応じて、リスクと機会の見直しを随時実施し、取締役会への報告も行ってい
ます。

■  基本的な考え方

■移行リスク（1.5～2℃シナリオに基づいて分析）ダイジェスト

■物理リスク（4℃シナリオに基づいて分析）ダイジェスト

リスク項目
事業インパクト 財務インパクト

リスク 機会 リスク 機会

急性
異常気象の

激甚化
（台風、豪雨、

土砂等）

● �異常気象による製造停止やサプライチェーン
の遮断

● �グローバル複数拠点での供給対応力を活かした調達リスク
回避 大 大

慢性 平均気温の
上昇

● �冷房使用増加によるコスト上昇 ● �環境配慮型製品の需要拡大 中 ー

■戦略
　脱炭素政策が進められた場合の「1.5～2℃シナリオ」と、対照的に脱炭素政策が限定的に行われる「4℃シナリオ」を想
定し、それぞれのシナリオに基づいて事業への影響を分析しました。

シナリオ分析の結果（一部抜粋）
【時間軸】�中期：4～10年（2030年）  

長期：11～25年（2050年）

気候変動関連情報
https://www.moriroku.co.jp/sustainability/environment/
climatic_change/index.html

以下の分析における時間軸は、すべて「中期から長期」で
設定されています。

以下の分析における時間軸は、すべて「中期から長期」で
設定されています。
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S 働きがいのある職場づくり

人事担当役員メッセージ

　森六は、全社員が目指すべき姿を明確にするため「森六グループ 人事ポリシー」を策定し、多様な
能力・スキルを発揮できる人材の育成に取り組んでいます。また、会社の持続的な成長には、経営戦
略の実行とともに、社員一人ひとりの成長が不可欠です。そのため、日々の業務を通じて成長の機会
を得られ、意欲的に活躍できる環境づくりを重視しています。社員の成長とエンゲージメントを大切に
し、働きがいを感じられる職場の実現を目指します。

　第13次中計では、社員が個々の力を最大限に
発揮し、多様な価値観や新たなアイデアを尊重し
活かす企業風土の醸成に努めるとともに、柔軟な
働き方を支える制度を拡充しました。中でも男性
の育休取得が進み、取得者は3年間で4倍へ拡大
しています。また、女性管理職の育成に向けた研
修や意識醸成を着実に推進しつつ、マネジメント
層を対象に、外部アセスメントを組み入れたより
高度な経営人材育成プログラムを開始しました。
　森六の人材は、変化への適応力、学習に対す
る意欲が高いと感じています。だからこそ、長期
ビジョン「CREATE THE NEW VALUE」を形に
するためには、社員一人ひとりが学び続けられ
る環境を提供すること、そしてこれまで以上に自
分の意見やアイデアを自由に発言できる環境を
つくることが重要だと考えています。
　そこで第14次中計では、人材戦略の柱として

「戦略的な人材への投資と育成」「挑戦できる機
会、活躍を支援する仕組みの提供」「貢献・成果
に報いる報酬」「企業の成長を支える最適な人
材構成の追求」を掲げ、より一層新しい挑戦を

　当社では、社員一人ひとりの力を最大限に引き出すため、柔軟で働きやすい環境づくりを推進してい
ます。フレックスタイム制度や在宅勤務の導入により、多様なライフスタイルや働き方に対応するとともに、
努力や成果を正当に評価する制度を整え、社員の挑戦意欲やモチベーションの向上につなげています。
　これらの取り組みに加え、社員意識調査を通じて職場の実態を
継続的に把握しています。「社員エンゲージメント」と「社員を活か
す環境」の向上を重要な指標とし、2021年には「個人の尊重」「協
力体制」「リーダーシップ」を重点テーマに設定しました。継続的な
改善に取り組んだ結果、2024年度の調査では全項目でスコアが
上昇するなど、着実な成果がみられています。

1. 主体的なチャレンジと成長への取り組みを応援します
●高い能力・スキル・情熱のある人材にストレッチした役割を与え、個人の成長が、会社の成長につなが
る環境をつくります

2. チャレンジへの行動・プロセス・スタンスをフェアに評価します
●役割に応じた高い目標を設定し、成し遂げた成果や、成果につながる行動を評価します

3. 個々の能力を集結し、チーム力を発揮できる環境を整えます
●チーム内での対話力を向上し、多様な価値観や新たなアイディアを受け入れ活用する企業文化をつく
ります

4. グローバルな視点で様々な能力、スキルを発揮できる人材を育てていきます
●国内外を問わず活躍する機会を積極的に提供し、世界で通用するプロフェッショナル人材を計画的
に育成していきます

■  基本的な考え方

■  社員が力を発揮できる環境の整備

Social

森川 直樹
執行役員
人事、総務担当 兼 人事部長　

（業務部管掌）

後押しする組織を目指します。人材への投資と
育成では、世界を舞台に、経営視点を持って変
革に挑戦する人材を育成すべく、階層別研修や
選抜型の研修を拡充していくとともに、事業変
革に即応した人材配置・登用を進めます。また、
リスキリング推進や、社員が自律的にキャリアを
考える機会や環境を整えることで、社員全員の
活躍を支援していきます。
　さらに、より心理的安全性の高い組織に向け
て、「社員エンゲージメント」のポイントをKPIとし
て改善活動を継続していきます。前中計でも一定
程度、数値が改善しましたが、今後は意識調査後
の改善活動を強化し、より相互受容的なコミュニ
ケーションを育んでいけるよう工夫していきます。
　引き続き「多様な人材が集まり、仕事を通して
成長していく」ことを念頭に、新たな価値創出に
向けて会社と社員がともに考え、実践していけ
る組織を築きます。そして一人ひとりが自主性・
創造性を発揮し、一緒に働く仲間の多様な価値
観やアイデアを活かし合うことができる環境づ
くりを進めていきます。

森六グループ人事ポリシー

2027年度目標

5ポイントアップ

「社員エンゲージメント」
「社員を活かす環境」の肯定回答率

（2024年度調査結果比）

第14次中計KPI

新たな価値創出に向けて、
一人ひとりが挑戦し、多様な価値観を
活かし合う環境をつくります
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■体制図（2025年6月20日現在） 社内 社外

株主総会

取締役会

監査等委員会

取締役（監査等委員を除く）

取締役（監査等委員）

選任・解任 付議・報告 選任・解任 選任・解任

監査・監督

連携

報告・
意見陳述

議長

委員長

報告・補助指示
報告指示

付議・報告監督
選定・解職

監査

審議・報告指示

協議・報告重要事項の承認
経営指導

監査

報告

指示

諮問

答申

6名
+社内 社外

2名 4名

3名
+社内 社外

1名 2名

連携

監査

指名・報酬諮問委員会

委員長

4名
+社内 社外

1名 3名

監査等委員会室
会
計
監
査
人

各部門・国内外関係会社

内部監査室代表取締役社長

経営会議

G コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス体制

　森六グループは、経営理念の実践を通じて、持続的かつ中長期
的な企業価値の増大を実現するため、透明性・公平性を保ちつ
つ、迅速な意思決定を行うとともに、顧客、取引先、従業員、地域
社会、株主等すべてのステークホルダーと緊密な関係の構築を図
ることにより信頼に応え社会的責任を果たしていきます。

■  基本的な考え方

Governance

機関設計変更（2024年度）の意義

　当社は、2024年6月18日開催の第109期定時株主総会の決議に基づき、監
査役会設置会社から監査等委員会設置会社に移行しました。機関設計変更の
意義は以下の通りです。

1 経営監督と業務執行の分離
　取締役の職務執行の監査等を担う監査等委員を取締役会の構成員とする
ことにより、取締役会の監督機能を強化し、さらなる監視体制の強化を通じてよ
り一層のコーポレート・ガバナンスの充実を図っています。

2 経営の意思決定の迅速化
　取締役会が業務執行の決定を広く取締役に委任することにより、業務執行
と監督を分離するとともに、経営の意思決定を迅速化し、さらなる企業価値の
向上を図っています。

「アジリティ経営」の土台を整備
意思決定のスピード向上、リスクマネジメント強化
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■ 会社概要（2025年3月31日現在） ■ 株式情報（2025年3月31日現在） ■ 外部評価

■ �グループ会社（連結子会社・持分法適用会社） 
（2025年6月20日現在）

設 立
資 本 金
本 社

1916年（大正5年）3月 ※創業は「嶋屋」（寛文3年）
16億4,010万円
〒107-0062 東京都港区南青山1-1-1 
新青山ビル東館18階

樹脂加工製品事業
森六テクノロジー・オーバーシーズ・ホールディングス（株）

（株）ユーコウ
熊本森六化成（株）
Moriroku Technology North America Inc.
Listowel Technology, Inc.
Moriroku Philippines, Inc.
Moriroku Technology India Pvt.Ltd.
Moriroku Technology（Thailand） Co., Ltd.
PT. Moriroku Technology Indonesia
広州森六塑件有限公司
武漢森六汽車配件有限公司

ケミカル事業
森六ケミカルズ・オーバーシーズ・ホールディングス（株）
四国化工（株）
森六アグリ（株）
五興化成工業（株）
森六（香港）有限公司
Moriroku (Singapore） Pte., Ltd.
Moriroku (Thailand) Co., Ltd.
森六（上海）貿易有限公司
森六（広州）貿易有限公司
森六（天津）化学品貿易有限公司
Moriroku Chemicals Korea Co., Ltd.
Moriroku Austria GmbH
Moriroku America, Inc.
PT. Moriroku Chemicals Indonesia
M&C Tech Indiana Corporation
アイ・エム・マテリアル（株）

所有者別の株式保有比率

個人・その他
50.6％

一般法人
10.3％

自己株式 0.4％ 

金融商品取引業者
0.9％

金融機関
26.0％

外国法人等 11.7％ 

上場市場 東京証券取引所 プライム市場
証券コード 4249
発行可能株式総数 60,000,000株
発行済株式総数 14,860,000株（自己株式63,519株を含む）

株主数 5,765名

持株数
（株）

持株比率
（%）

株式会社日本カストディ銀行
（三井住友信託銀行再信託分・三井化学株式会
社退職給付信託口）

1,416,000 9.57

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,353,400 9.15
森六従業員持株会 1,135,738 7.68
森 茂 966,560 6.53
本田技研工業株式会社 792,000 5.35
株式会社阿波銀行 526,000 3.55

CHARLES SCHWAB FBO CUSTOMER
（常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ東京支店） 461,100 3.12

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 287,800 1.95
井染 敏子 260,476 1.76
森 豊子 257,823 1.74

CDP2024「気候変動」「水セキュリティ」の
2分野にてBスコアを獲得

「大和インターネットIR表彰 2024」で
「優良賞」を初受賞

日興アイ・アール「2024年度 全上場企業ホーム
ページ 充実度ランキング」の優秀サイトに選出

企業情報

■ 大株主の状況

　『森六株式会社 統合報告書2025』
をご覧いただき、誠にありがとうござい
ます。本報告書は、株主・投資家をはじ
めとするすべてのステークホルダーの
皆さまに、森六グループの持続的な企
業価値向上への取り組みをご理解い
ただくことを目的に発行いたしました。
　第2回目の発行となる本年は、第14
次中期経営計画のスタートの年にあ
たり、2025年4月の森六株式会社への
一社化に伴い掲げた「共に挑もう、新たな未来。」のスローガン
のもと、全社員が一体となって変革に挑む姿勢をお伝えして
います。また、「独自技術と事業戦略」の章では、経営理念に掲
げる「優れた技術で高い価値を共創」に資する具体的な取り
組みをご紹介し、当社グループが目指す持続的な成長への
道筋を示しました。
　誌面の制作にあたり、多くの皆さまより多大なるご協力を
賜り、改めて心より感謝申し上げます。今後も一層の改善に努
めながら、皆さまにとって価値ある情報を、より分かりやすく
お届けできるよう取り組んでまいります。本報告書が、皆さま
との建設的な対話を深める一助となれば幸いです。

■ 制作チーム代表メッセージ

経営企画部 課長
小口 貴大
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森六株式会社
https://www.moriroku.co.jp/

森六株式会社 経営企画部
m_kikaku@moriroku.co.jp

山路 晶選手

森六は、スポーツ支援を通じて
「良き企業市民」としての責任を果たし、
豊かな社会の創造に貢献していきます

ホームページのご案内 統合報告書に関するお問い合わせ先

スポーツ支援 　森六グループは、夢に向かって世界で挑戦し続けるアスリートたちを応援しています。2019年か
らサポートする女子プロゴルファー・山路 晶（やまじ あきら）選手に加え、2025年より車いすテニ
スのパラアスリートとして活躍する城 智哉（たち ともや）選手をアスリート社員として迎えました。
　グローバルに事業を展開する当社グループでは、ダイバーシティ＆インクルージョンを重要な経
営課題と捉え、さまざまな取り組みを推進しています。「常に前を向き、挑戦を続け、自ら未来を切
り拓く」姿勢は、当社の価値観と深く重なります。両選手の挑戦を、今後も応援してまいります。

城 智哉選手




